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　本書は，ありとあらゆるスケールでの地球表面の熱収

支を扱った総合的解説書である．気象学の分野では熱収

支はどちらかというと地表面付近で起こっている物理的

過程と見故されていいるが，本書の表題がr熱収支気候

学」となっているように，地球上の気候形成における一

大要因なのである．そのことはまた，本書がWorld

Survey　of　Cimatologyのシリーズの中では，出版が後

の方になったにもかかわらず，巻としては1Aであり，

地球上の気候を論じる上では基礎となるという見方がさ

れていることにも表れている．

　まず，本書を開いてみると，構成が非常に単純なのが

目につく．2つの序章に続いて，地表面でのr放射収

支」，r潜熱輸送」，r顕熱輸送」，そして最後に「地中へ

の熱伝導」という章に分かれている．それも，そのはず

で，熱収支というのは場所，地表面状態，地表面の起伏

度，季節等によって，多様に変化するにもかかわらず，熱

収支に含まれている熱の種類というのは大雑把にいって

上記の4種類しかないのである．それらに関し，水陸問わ

ず，北極から赤道そして南極まで，また標高の低い所から

高い所まで地球全体を総合的に網羅しているのである．
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　本書において特徴的と思えることを列挙する．まず第

一に，さまざまな文献に示されている観測資料（たとえ

ば放射収支の日変化）を同一形式で一つの図ないしは表

に提示しているため，場所等による熱収支の違いが明瞭

にわかる．また，引用している観測例が多いため，各観

測点の地理的位置，地表面状態についての一覧が巻末に

付けられている．第二に，地表面状態（草地，樹林，裸

地，雪氷面）の違いによって表面熱収支がどのように変

るかの指摘が各熱収支項について示されている．第三

に，400をこえる文献が引用されており，その中には，

本文中に文章あるいは図表が引用されていない文献も数

多く含まれており，向学心に燃える者にとっては貴重な

文献集の代わりとなっているといえる．

　最後に，この分野は日本においては比較的研究者層の

薄い分野であり，このような総合解説書によって，多く

の若い者が地球規模の気候形成における熱収支の重要性

を認識し』新しい分野を開拓することを希望する．

　以下，本書の構成を示す．

　Chapter1．INTRODUCTON
　Chapter2．HEAT　AND　RADIATION　BUDGET

　　OF　THE　EARTH－ATMOSPHERE　SYSTEM

　Chapter3．NET　RADIATION　ON　THE　EAR－

　　TH’S　SURFACE

　Chapter4．LATENT　HEAT　FLUX　ON－THE

　　EARTH，S　SURFACE，EVAPORATION　AND

　　CONDENSATION
　Chapter5．SENSIBLE　HEAT　FLUX　ON　THE

　　EARTH，S　SURFACE

　Chapter6．HEAT　FLUX　INTO　TEE　GROUND
　　　　　　　（名古屋大学水圏科学研究所　大畑哲夫）
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